
民
の
学
ぶ
揚
い多
彩

市
民
が
集
ま
り
、

学
ぶ
揚
―
。

誰
で
も
参
加
で
き
、

特
定
の
キ
ヤ

ン
パ
ス
が
な
い
「大
阪
富
田
大
学
」

が
設
立
３
年
を
迎
え
た
！
こ
一和
普
一

で
講
義
し
た
講
師…は
作
家
ヽ
落
署
，

案

盟
書
ら
約
８０
名

な
穏
博

阪
神
タ
イ
　
　
　
　
，
‘、‐
■
■
夕．！

る
。

タ
イ
ガ
ー
ス
の
歴
史
か
ら
多
文
化
共
生
ま
一
　

膨釘
離
能
躍

ャ
ャ　

　

　

　

　

　

　

な
か

っ
た
と
い
う
。

幕
末
に
緒
方
洪
庵
が
開
い
　

学
生
は
中
高
年
が
中
心

た
適
塾
。

大
阪
の
歴
史
に

で
、

若
者
へ
の
浸
透
も
課

流
れ
る
自
由
な
学
問
の
気

題
だ
。

「講
座
だ
け
で
な

風
を
受
け
継
ぎ
た
い
と
の

く
自
主
的
な
研
究
グ
ル
ー

′思
い
が
あ
る
。

宗
教
学
者

プ
が
で
き
て
い
く
の
が
理

】
ｔ
山
折
哲
雄
さ
ん
ら
、

多
く

想
。

市
民
が
考
え
、

交
流

の
著
名
人
も
運
営
に
協
力

し
、

踏
み
出
す
場
と
し
て

す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
活
潟
し
て
ほ
し
ぃ
」
と
池

難
民
問
題
を
学
ぶ
揚
が

田
さ
ん
は
話
し
た
。

で
、

発
言
す
る
参
加
者
の
男
性
＝
１０
月
２９
日
、

大
阪
市

大
阪
自
由
大
学
　
事
務
局
は
大
阪
府
吹
田

市
。

特
定
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
な
く
、

主
な
会

場
は
大
阪
市
北
区
の
上
回
安
子
服
飾
専
門
学

校
。

誰
で
も
参
加
で
き
、

参
加
費
は
千
円
程

度
。

年
会
費
１
万
２
千
円
の
正
会
員
に
な
れ

ば
通
常
の
講
座
に
い
つ
で
も
出
ら
れ
る
。

講

ャ義
は
３０
～
４０
人
と
小
規
模
で
、

フ
リ
ー
ト
ー

ク
も
重
視
し
て
い
る
。

吠阪自由
「
大
阪
自
由
大
学
」
の
講
座
で
講
師
を
務
め
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
山
帥
人
さ
ん
―１
１０
月

書
カ
フ
ェ
」
も
。

都
構
想

！脱
勲
買
の
費
だ
拘　
　
一，　
い
が
超
き
た
”
貴
重
な
記
卜
か
昨
卜
卜
胡
観
臓
期
チ
行
か
れ
、
テ
ー
マ
は
大
正

準
全
あ
蓋
協
〓
鵬
差
米

緯
雰
通
し
て
醜
堅
を
蓄
え

兵
と
の
４７
年
」
。

講
研
を

る
の
が
目
的
。

「米
国
で

務
め
た
ジ
ャ
ー
ナ
ナ
ス
ト

は
経
済
的
弱
者
が
軍
に
行

小
山
帥
人
さ
ん
（７３
）は
■

く
ｏ

日
本
も
同
じ
状
況
が

９
６
８
年
春
、
京
都
市
の

目
前
で
は
」
。

現
代
に
引

実
家
で
脱
走
兵
理
Ｔャ
ル
」
き
つ
け
て
誓
え
る
質
問
も

時
代
の
市
長
で

「大
阪
の

父
」
と
呼
は
れ
た
関
一
。

参
加
者
の
安
性
（６５
▼
は

「講
師
障
も
充
実
し
て
い

て
、最

高
の
学
ぴ
の
揚
Ｅ
。

退
職
後ｉ‐
に
ガ
ル
チ
ャ
ト
を

な


